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                           第３号 

                                             

 ２０２１年 ３月 ２３日 

 

＜事務局から＞ 

 ３月も半ばを過ぎ、東京や横浜では桜の満開が告げられていますが、皆さまにも元気

にお過ごしのこととご推察いたします。 

異変主株の拡大や進展しないワクチン接種の問題など心配の種は尽きませんが、新型

コロナウイルスの緊急事態宣言も２１日（日）に解除されました。何とかこのまま収束

に向かって欲しいものです。 

 

一方、雪解けの豊実では恒例の「味噌づくり」が２１日（日）に行われました。同時

に、風雪につぶされた夢舞台の屋根の解体作業が、新しい仲間と共に行われたようです

（詳しくは鈴木さんのレポートをお読みください）。 

 

 さて、佐藤賢太郎著『我が人生と出会い』の出版プロジェクトのクラウドファンディ

ングが２３日にようやく立ちあがりました。博進堂清水社長の提案による初めての試み

ですが、目標の１００万円突破に向けて、ぜひ皆さまのご協力、ご支援をお願いいたし

ます。運営事業者のアドレスは下記です。 

クラウドファンディング  - CAMPFIRE (キャンプファイヤー) 

(camp-fire.jp) 

返戻品については佐藤賢太郎のオリジナル作品はもちろんですが、ご自身が会員でも

あるご当地の下越酒造佐藤社長には清酒、山崎糀屋社長には塩糀でご協力をいただきま

した。 

（森紘一） 

＜直近のイベント予定＞ 

〇出版を祝う会  ４月３０日（金）１３時～  浦和パルコ 

〇第３回「奥阿賀国際アートフェスタ」 

 プレ開催   ４月１０日（日）～５月２９日（土）ストーンサークルづくり 

 本開催   ５月３０日（日）～６月２７日（日）ワークショップ 

 ・オープニングセレモニー １０:００～ 「ストーンサークルについて」 

阿賀町教育長 佐藤 佐様 ほかを予定 

〇通常総会  ５月３１日（月）１１:００～ 和彩館 

NPO 法人コスモ夢舞台 

フクロウだより 

https://camp-fire.jp/
https://camp-fire.jp/
https://camp-fire.jp/
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出版プロジェクト ご案内！ 
この度、佐藤賢太郎著『我

が人生と出会い』をクラウド

ファンディングにより出版す

ることになりました。ぜひ、

友人・知人にお薦めくださ

い。（３/２３～４/２３）。              

波乱万丈、捧腹絶倒の面白さです。あなたもどこかに登場しています。

楽しみにお探しください。まずは、運営サイトへアクセスしてください。 

クラウドファンディング - CAMPFIRE (キャンプファイヤー) 

(camp-fire.jp) 

佐藤賢太郎著『我が人生と出会い』のプロジェクトをさがすには、書籍・

雑誌出版のカテゴリーをクリックされると早く見つかります。 

返戻品についてもいくつかのコースをご用意しました。もちろん佐藤賢

太郎のオリジナル作品に加えて、ご当地産の無農薬玄米、下越酒造のお

酒や山崎糀屋の塩糀もあります。お好みに合わせてお選びください。 

お問合せは、刊行委員会（小宮０８０-１１６０-８８００）まで。 

尚、４/３０（金）１３:００～ 浦和パルコで出版を祝う会を開催します。 

https://camp-fire.jp/
https://camp-fire.jp/
https://camp-fire.jp/
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２０２１．３．１８ 

ストーンサークルづくりから縄文村構想への背景 

森紘一 

 

 平成１６年（２００４）からはじまった「里山アート展」は、コスモ夢舞台にとって 

事業活動の大きな柱であるが、同時に「縄文の風シンポジウム」も開催してきた。きっ

かけは、屋敷島遺跡だけでなく、阿賀町各地から土器が出土したことである。石彫作家 

佐藤賢太郎と我われのパネルディスカッションでの興味は、土器や土偶だけでなく、次

第に縄文人の生き方そのものに及んでいった。 

そんな折、平成１７年（２００５）の第２回「縄文の風シンポジウム」に際して、國

學院大學の小林達雄先生はメッセージをお寄せ下さった。 

 

そして平成１８年（２００６）４月２３日、小林達夫先生は宮尾学芸員と一緒に、佐

藤光義さんの先導で阿賀町豊実に来訪された。『蔵・銀河』（江戸末期の安政年間に建造

された蔵を改造した縄文館；ここには、佐藤光義さん提供の火焔土器のレプリカや佐藤

賢太郎作の土偶のオブジェなどが設置されている）を見学され、ストーンサークルの候

補地を視察された。  

これが、コスモ夢舞台の当面するストーンサークルづくりの起点であるといえるかも

しれない。 

 

あれから１６年の歳月が流れている。その間、コスモ夢舞台は平成２２年（２０１０）

５月にＮＰＯ法人となり、その設立目的を“活力ある地域づくりと個人の活力再生に関

する事業を行い、少子高齢化の進む過疎社会と都市との交流を促進する”と明確にして



4 

 

いる。 

「里山アート展」は今年で第１８回目の開催となる。「循環・再生・創造」、「アート

と生活」とテーマは変わっても、「アートで何ができるか」は石彫作家 佐藤賢太郎と我

われの変わらぬ課題である。さらにシンポジウムでは、「真の豊かさとは何か？」を問

い続けている。その原点には、いつも縄文人の生き方がある。 

 

一方、昨年来のコロナ禍で外国人の来訪者は途切れているが、７年前から外国人ウー

ファーの受入れを始めたところ、大変な人気となっている（延べ２０数か国６０名以上

の実績）。彼らは共通して豊実の大自然と佐藤賢太郎的生き方、玄米菜食中心の料理の

おいしさを絶賛している。そして、アートへの関心も高い。 

そこで３年前から「奥阿賀国際アートフェスタ」を企画して、彼らの協力を仰ぎなが

ら、そこに「スコップ・ボランティア」や「ふるさとワーキング・ホリデー」に参加す

る日本の若者と交流する国際親善の機会とした。 

 

第３回の今年は、ワークショップとしてストーンサークルづくりを考えている。これ

もはたして、予定通りにことが運ぶかどうかは分からないが、今回は大きな構想の基盤

づくりとなる。縄文のシンボルとしてのストーンサークルエリアの構築である。 

 

先々のことを考えると、我われだけでなく地元の人びとや町村役場、行政の皆さんの

ご協力も仰がなければならない。労力や運用資金はどうするのか、最適なクラウドファ

ンディングの事業主は等々、問題点は山ほどある。 

それこそ、ガウディのサグラダファミリアではないが、ストーンサークルづくりや縄

文村構想も１年や２年で完成するはずもない。じっくりと実行可能な計画を積み上げて、

過疎地域の活性化や魅力ある田舎づくりに結び付け、やがては都市の人びとや諸外国の

人びととの新しい交流空間、縄文村として育ってほしいものである。 

 

ストーンサークルのあるパワースポットが豊実のうりとなり、縄文村が阿賀町の枕詞

となる日を、佐藤さんと仲間たちと夢見続けていきたい。 
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２０２１．３．２２ 

味噌づくりに参加して 

鈴木隆雄 

 

３月２１日（日）、コスモ夢舞台の令和２年度を締めくくるイベント味噌づくりを、阿賀

町豊実夢工房で今年も無事実施することができました。今回はまちづくり学校金子さ

ん、池井さんグループ、Chika プロモーションの伊藤千賀さんグループ、コスモ夢舞台

からは大野さん、飯野さん親子（直志くん小５）、小宮さん、長谷川さん、鈴木など 16名

の参加者で行いました。 

雪解けのこの時期に行う味噌づくりは、北国の厳しい冬から、待ち遠しかった春の

訪れに心躍る一年のスタートになるイベントでもあります。半面、風雪に耐えきれず傷

んだ建物の修理も始まります。石舞台の屋根が雪の重みと強風につぶされてその解

体作業も並行して行いました。味噌づくりと解体作業と並行して行うことが出来たのも

人手のなせる業で、共同作業と連帯を強く感じた次第です。 

昼には作業も終わり、農家レストラン和彩館で、佐藤マキ子さんの手作り玄米菜食

料理を基調とした特性スープ付きの昼食をふるまっていただきました。食事に舌鼓をう

ちながら、先日 TBSテレビで放映された「全国ボロいい宿」に出演の佐藤さんご夫妻と

和彩館や豊実の風景をビデオで鑑賞し、改めて感動を新たにした次第です。 

その後、話が弾んで、佐藤さんから第３回奥阿賀国際アートフェスタに出展するスト

ーンサークルやその延長線上を見据えた縄文村構想が話されました。まちづくり学校、

Chikaプロモーションの方々との活発な意見交換もありました。 

４月３０日さいたま市浦和で行われる「我が人生と出会い」の出版記念パーティ、５月

３０日から始まる第３回奥阿賀国際アートフェスタでお会いできることを楽しみにしてい

ます。 

 


